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L 　は じめ に

　血 漿冷却濾 過 法 （Cryofiltration）は，血漿 分画 濾

過と血漿吸 着を同 時 に 行う方 法と言 える，簡単 に 言

えば二 重濾過 法 の 血 漿成分 分画器 を冷却し て 血 漿

分画を行うが ，重要 なの は ヘ パ リン の 投与 で ある ．ヘ

パ リン 化 した血漿を低 温 化し，クライオゲ ル （CryogeD

を形 成させ
，

こ σ）クライオ ゲル を成分分画器で 除去 す

る方法がクライオ フ ィル トレ
ー

シ ョ ン （Cryofiltration・血

漿冷却濾過 法）で あ る．
L

体 外 免 疫 調 節を行 う非常に

有効 な手段 とし て位 置付けられ て い るが ，以 下 にそ

の 準備 ・治療 ・
回収 等 の 工 程に つ い て 当 セ ン タ

ー
で

使 用 中の 血 漿冷却濾過装置 CF −203を例に述 べ る．

2． 装 置の 特徴

図 1　 CF− 203

1）本装置 はク ライオ フ ィル トレ
ー

シ ョ ン をは じめ，単純

血漿 交換法 （PE），二 重膜濾過法 （DFPP ）， 血漿吸着

法 （PP）を 自動的に行うことがで きる（図1），

2）PSC 回路 （図2）の 使用に より操作性が向上 した ，

3）ペ ル チ エ 素子 の 採 用 により冷却装 置の 小 型 化及

び 冷却効 率の 向上 がはか られ た．

3． 準備

　 は じ め に クー
ラ
ーバ ッ クを冷却プ レー

ト（図 3）に 正

しく置き蓋 を閉じ ロ ッ クする．またウォ
ーマ ーバ ッ クは

加 温 プ レ
ー

ト（図 4）の フ ッ クにか け同じく蓋 を閉じて ロ

ッ クを行 う．次 に装置 の 前 面に PSC 回路トレ イを装着

する．この 際 血液動 ・静脈 及び 血漿ドリッ プ チ ャ ン バ

ーを ホ ル ダ ーに 確 実に は め 込 む ．そ の 後 ，
1次 ・2次

フ ィル タの 装着と各回路の 接続を行 い ，ポ ン プ チ ュ
ー

図2　 PSC 回路

ブ を ロ
ー

ラに か けれ ば セ ッ ト完了 で ある，回路 構成を

図 5に示 す．

キー
ワ
ード：クライオゲル ，PSC 回路，ペ ル チエ 素子，冷却温度 11貭洗浄，逆洗浄
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　　　　 図3　冷却 プレー

ト 図 4　加温 プレー
ト
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図 5　回路構成

　　　　　　　 4． プ ライ ミ ン グ

　プライミン グには ヘ パ リン 化され た生理 食塩液を30

00mL 使用する LCD 画面よりクライオ フ ィル トレーシ ョ

ン 療 法 の プライミン グモ
ー

トを呼ひ 出し，さらに画 面

中よりフ ァイバ 内充填を選択し開始を押すと血 液およ

ひ 洗浄用 の 2個 の ポン プか 1次フ ィル タ
・2次フ ィル タ

をそれぞ れ 100mL ／分 の 速度て 同時 にプライミン クを

始め る フ ァ イバ 内充填か 終わるとメロ テ ィか流れ終

了 を 知 らせ る 次に フ ァイバ 外充填を設 定 し画面 上 の

続行を押すとプライミン クか再 開され全 て か終 了 する

28

と再ひメロ テ ィか 鳴る

5　 冶療

　クライオ フ ィル トレ
ー

ン
・
ヨ ン 療法 の メニ ュ

ー画面 よ り

冶療 モ
ー

トを選 択し，表 1に示 すような項 目 に つ い て

最適な値を設 定 する 次 にブ ラソ トア ク セ ス に 動 ・静

脈回 路を接続し血 液ポ ン プをス タートする 速度は 10

0mL ／分て ある 血 流か 安定し 1次フ ィル タ下部に 血

漿 の にじ み か 見られたら血 漿ポ ン プを回 し始 める 分

離され る血 漿流量は 30mL ／分とするか
， 静脈

一静脈 の
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設定 項 目 設 定範囲

血 漿処 理 量 0．Ol 〜 9．99　L 　　　（4．0 〜 9、O

L ）

TMP 制 御圧 1 〜 150mmHg 　　（150mmHg ）

置換ポ ン プ血 漿ポ ン プ 比 1 〜30％ 　　　　 （13 〜18％ ）

ヘパ リン ポ ン プ 速 度 0．1 〜9．9mL 〆時　　（2．OmL1時）

ウ ォ
ー

マ 制 御 温 度 35，0〜 43．0 ℃ 　　 （38．0 ℃ ）

ク ーラ制御 温度 一1．9 〜　20．0
°
C　　　　　（0 〜　10

°
C

）

匳 ］→ ［凾 → ［画 → ・［亟翹→
・
國

図 6 　 2 次 フ ィ ル タ 洗浄工 程

匳 ］→ ［亟 → ［画 → 釀 ポ ・ プ嫐

表 1 治療開始時の 設 定項 目

（ ） 内 は 当セ ン ター
に お け る 設 定 値

図 7　 2 次 フ ィ ル タ 自動返 血漿工 程

単回穿刺な どで は十 分な血液流量が得 られ ない 時

もある，そ の 場合 ， 血液流 量 に対 し血 漿速度を30

％程 度に設 定す る必 要 がある，またTMP が 上昇 し，

設定 値まで 達す ると血漿ポ ン プ は 自動的 に流量 を下

げ，設 定値以 下 になるとその 速度を維持する．さらに

置換ポン プは この 血 漿ポ ン プ と連動して お り，目標 の

血 漿処理 量に達するまで に ア ル ブミン 製剤 はす べ て

滴 下 され る．冷却 温 度は 8℃ の 設 定で 開始 し ，
血 漿

濾過圧 の 状況や洗浄回数等により適宜調 整を行う．

6． 血 漿成分分 画 器 の 洗浄工 程

　治 療に 先立 ち2次 フ ィル タ洗浄 に 関す る設 定 が必

要 となる．血漿分離器で 分離された血 漿は ， 冷却装

置 により低温 化 され 2次フ ィル タに 導か れ る．クライオ

ゲル が形成され出す と2次フ ィル タの 内圧 が上 昇し，

血 漿濾過圧が 300mmHg に達すると自動的 に洗 浄が

始まる．そ の ．〔程を図 6に示 す ．最初 に圧 抜きが行わ

れるがア ル ブ ミン の 喪失を最小 限 にす る為，ク ライオ

ゲ ル にならない 血 漿成分 は前置換 工 程 に より静脈 に

返 される．通 常 の 場 合 200mL （30mL ／分）の 生理 食塩

液が使 用され るが ，症例 により前 置換量 を考慮す る

必要 がある．次 にフ ァ イバ 内 を洗浄する順洗 浄 ，
フ ァ

イバ の 外側 より内側 に行われ る逆洗浄へと工 程 が移

行するが バ ル ブ操作 によりこ れ らは 自動的 に行 われ

る，1回の 洗浄には 300mL 程度の 生理食塩液を用 い

るが，設 定時 に OmL と入力 することで い ずれか の 洗浄

工 程を省 略す るこ とも可能で ある．当セ ン タ
ー

にお け

る2次フィル タ洗浄は 200mL 〜300mL を使用した逆 洗

浄の みとして い る（100mL ／分），以 上，圧抜きから始

まる これらの 動作には おお むね 10分 間を要す る．

7． 回収

　2次フ ィル タ 内 の 血 漿は 自動もしくは手動の い ずれ

か の 方法で 回収を行う．

　7．1　自動の 場 合

　設定した数値 に血漿処理 量が達したこ とを確認 （メ

ロ ディ，警告灯 ）し ， 治療 モ
ード画面 の 洗 浄を押すと

返 血 漿動 作が 開始する（図 7），尚，返 血 は手 動の み

で 行 われ る．

　 7．2　手動の 場 合

　逆流防止 バ ル ブ が閉状態とな り，そ の 他 の 全バ ル

ブ が操作可 能 となる，治療が終 了したら画 面 を回収

モ
ー

ドに切 り替え
， 洗浄ポ ン プ を使用 し任意 の 速度

で適量 の 生理食塩液を用 い て返 血漿を行い ，その 後

返血 を行 う．

8． お わ り に

　クライオ フ ィル トレ
ーシ ョ ン は ヘ パ リン 親和性 蛋 白，

免疫 関連 蛋 白を除去 することによっ て ，体外 免疫調

節に威力を発 揮する．
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